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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年7月26日(2012.7.26)

【公開番号】特開2011-35444(P2011-35444A)
【公開日】平成23年2月17日(2011.2.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-007
【出願番号】特願2009-176701(P2009-176701)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/137   　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月7日(2012.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化を行う際のローカルデコード画像に対してデブロックフィルタ処理を適用するか
、又は、デブロックフィルタ処理を強制イントラブロックの境界ラインで適用するかを示
すデブロックフィルタ設定情報を変更することにより、デブロックフィルタ処理に対する
制限を設定するデブロックフィルタ制限部と、
　上記デブロックフィルタ制限部によって変更されたデブロックフィルタ設定情報に従っ
て、上記ローカルデコード画像に対してデブロックフィルタ処理を実行するデブロックフ
ィルタと
　を有する画像処理装置。
【請求項２】
　上記強制イントラブロックに対するイントラ符号化を実行するイントラ符号化部と、
　参照対象となる参照ピクチャにおける参照符号化単位に対して、隣接画素を用いたフィ
ルタ処理によって上記隣接画素に対応する対応画素を生成し、上記強制イントラブロック
の境界となる境界ラインから、上記隣接画素の数に対応する上記対応画素を含有しないよ
うに、上記参照符号化単位に対する探索範囲を設定する探索範囲設定部と、
　上記探索範囲設定部において設定された探索範囲で動きベクトルを検出し、動き予測処
理を実行する動き予測部と、
　をさらに有する請求項１の画像処理装置。
【請求項３】
　ピクチャから構成される画像データをイントラ符号化及び前方向のインター符号化によ
り符号化する際、一定の周期で上記ピクチャにおける全ての符号化単位がイントラ符号化
される強制イントラブロックとなるように、強制イントラブロック又は当該強制イントラ
ブロック以外の他ブロックに上記符号化単位を割り当てる強制イントラブロック割当部と
　をさらに有する請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　インター符号化されるインターブロックでなる符号化処理単位を参照しないよう、上記
強制イントラブロックに対する参照対象を制限する参照対象制限部
　をさらに有し、
　上記イントラ符号化部は、
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　上記参照対象制限部による制限に従って、画面内予測処理を実行する
　請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　上記強制イントラブロック割当部は、
　上記ピクチャにおける水平方向に上記符号化単位が並ぶ水平ラインごとに、リフレッシ
ュラインとして上記強制イントラブロックを割り当てると共に、ピクチャ間において上記
リフレッシュラインが変動方向へ向けて変動するように上記強制イントラブロックを割り
当て、
　上記探索範囲設定部は、
　上記参照ピクチャにおけるリフレッシュラインにおいて、上記変動方向とは逆方向側か
ら上記フィルタ処理において参照する隣接画素の数に対応する上記対応画素を除く範囲を
上記探索範囲として設定する
　請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　上記探索範囲設定部は、
　単数の上記符号化単位が水平方向に並ぶことにより上記リフレッシュラインが構成され
ていた場合には、垂直方向の上記探索範囲を「０」に設定する
　請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　上記強制イントラブロック割当部は、
　ピクチャ間において、変動方向へ向けて、上記強制イントラブロックで構成されるリフ
レッシュラインが当該リフレッシュラインの垂直方向の符号化単位の数と同一数だけ変動
するように上記強制イントラブロックを割り当て、
　上記デブロックフィルタ制限部は、
　ｄｉｓａｂｌｅ＿ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｉｄｃを「１」に設定する
　請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　上記強制イントラブロックの先頭の直前でスライスを分割するスライス分割部を更に有
し、
　上記参照対象制限部は、
　上記強制イントラブロックの先頭をスライス先頭にすることを表すフラグを「ｔｒｕｅ
」に設定する
　請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　上記参照対象制限部は、
　ｃｏｎｓｔｒａｉｎｅｄ＿ｉｎｔｒａ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａｇを「１」に設定し、
　上記画面内予測処理部は、
　上記ｃｏｎｓｔｒａｉｎｅｄ＿ｉｎｔｒａ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａｇに従って、インターマ
クロブロックを参照することなく上記強制イントラブロックに対する画面内予測処理を実
行する
　請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　上記強制イントラブロック割当部は、
　上記他ブロックに割り当てた上記符号化単位を、
　インター符号化されるインターリフレッシュブロックと、イントラ符号化されるイント
ラリフレッシュブロックとに割り当て、
　上記参照対象制限部は、
　上記強制イントラブロックの先頭をスライス先頭にすることを表すフラグを「ｔｒｕｅ
」に設定することにより、上記参照対象を制限する
　請求項７に記載の画像処理装置。
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【請求項１１】
　上記フィルタ設定情報は、
　ｄｉｓａｂｌｅ＿ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｉｄｃであり、
　上記強制イントラブロック割当部は、
　ピクチャ間において、上記リフレッシュラインが変動方向へ向けて、上記リフレッシュ
ラインの垂直方向の符号化単位の数よりも少なくとも１以上少ない変動数だけ変動するよ
うに上記強制イントラブロックを割り当て、
　上記デブロックフィルタ制限部は、
　ｄｉｓａｂｌｅ＿ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｉｄｃを「２」に設定し、
　上記スライス分割部は、
　上記ピクチャ間において一定となる固定位置で上記スライスを分割する
　請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　上記探索範囲設定部は、
　上記ピクチャの上記リフレッシュラインに対応する参照ピクチャの上記水平ライン（上
記変動方向とは逆方向側から、上記フィルタ処理において参照される上記隣接画素の数に
対応する上記対応画素を除く）に加え、
　上記参照ピクチャの上記リフレッシュラインに対応する参照ピクチャの上記水平ライン
から上記変動数でなる水平ライン（上記変動方向から、上記デブロックフィルタ処理にお
いて参照される隣接画素の数に対応する上記対応画素、並びに動き予測処理におけるフィ
ルタ処理において参照される隣接画素の数及び上記デブロックフィルタ処理において参照
される画素の数を加算した加算数の画素に対応する上記対応画素を除く）を上記探索範囲
に設定する
　請求項１１に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　上記スライス分割部は、
　定数の上記水平ラインにからなる定符号量スライスごとにスライス分割し、
　上記強制イントラブロック割当部は、
　構成数の上記符号化単位で構成されたリフレッシュブロックごとに、かつ上記定符号量
スライスにおいて出現数だけ上記強制イントラブロックが出現するように、上記強制イン
トラブロックを割り当る
　請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　上記強制イントラブロック割当部は、
　ピクチャ内においてランダムに上記強制イントラブロックを割り当てる
　請求項１３に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　上記参照対象制限部は、
　上記強制イントラブロックの先頭をスライス先頭にし、
　上記探索範囲設定部は、
　上記水平方向及び上記垂直方向における探索範囲を「０」とする
　請求項１４に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　上記定符号量スライスは、
　上記垂直方向に複数の上記符号化単位を有し、
　上記リフレッシュブロックは、
　複数の上記符号化単位により構成され、
　上記参照対象制限部は、
　ｃｏｎｓｔｒａｉｎｅｄ＿ｉｎｔｒａ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａｇを「１」に設定する
　請求項１４に記載の画像処理装置。
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【請求項１７】
　上記強制イントラブロック割当部は、
　上記ピクチャ間において、上記リフレッシュブロックが上記水平右方向に移動するよう
に、上記強制イントラブロックを割り当てる
　請求項１３に記載の画像処理装置。
【請求項１８】
　上記探索範囲設定部は、
　上記参照ピクチャにおける上記リフレッシュブロック（上記水平右方向を除く上記リフ
レッシュブロックの境界から上記フィルタ処理において参照される上記隣接画素の数に対
応する上記対応画素を除く）を上記探索範囲とする
　請求項１７に記載の画像処理装置。
【請求項１９】
　上記定符号量スライスは、
　単数の上記符号化単位が上記水平方向に並ぶことにより構成され、
　上記リフレッシュブロックは、
　複数の上記定符号量スライスにおける上記水平方向の同一位置に、上記強制イントラブ
ロックが連なることにより構成される
　請求項１７に記載の画像処理装置。
【請求項２０】
請求項１に対応する方法
　符号化を行う際のローカルデコード画像に対してデブロックフィルタ処理を適用するか
、又は、デブロックフィルタ処理を強制イントラブロックの境界ラインで適用するかを示
すデブロックフィルタ設定情報を変更することにより、デブロックフィルタ処理に対する
制限を設定するデブロックフィルタ制限ステップと、
　上記デブロックフィルタ制限ステップによって変更されたデブロックフィルタ設定情報
に従って、上記ローカルデコード画像に対してデブロックフィルタ処理を実行するデブロ
ックフィルタステップと
　を有する画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　かかる課題を解決するため本発明の画像処理装置においては、符号化を行う際のローカ
ルデコード画像に対してデブロックフィルタ処理を適用するか、又は、デブロックフィル
タ処理を強制イントラブロックの境界ラインで適用するかを示すデブロックフィルタ設定
情報を変更することにより、デブロックフィルタ処理に対する制限を設定するデブロック
フィルタ制限部と、デブロックフィルタ制限部によって変更されたデブロックフィルタ設
定情報に従って、ローカルデコード画像に対してデブロックフィルタ処理を実行するデブ
ロックフィルタと設けるようにした。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の画像処理方法では、符号化を行う際のローカルデコード画像に対してデブロッ
クフィルタ処理を適用するか、又は、デブロックフィルタ処理を強制イントラブロックの
境界ラインで適用するかを示すデブロックフィルタ設定情報を変更することにより、デブ
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ロックフィルタ処理に対する制限を設定するデブロックフィルタ制限ステップと、
　デブロックフィルタ制限ステップによって変更されたデブロックフィルタ設定情報に従
って、ローカルデコード画像に対してデブロックフィルタ処理を実行するデブロックフィ
ルタステップとを有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　この結果、表示装置３０には、ビットストリームＳ６及び音声符号データＳ７が供給さ
れる。表示装置３０は、無線受信部３１によってビットストリームＳ６及び音声符号デー
タＳ７を受信すると、これを復号部３２に供給する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４４】
　画像符号化部３０４の探索範囲設定部１６は、ｘ方向及びｙ方向の動きベクトルＭＶｘ
及びＭＶｙの探索範囲を符号化ブロック単位内であり、かつ符号化ブロック単位において
外側の３画素よりリフレッシュ境界ＢＤ側に存在する１／２画素及び１／４画素を除く範
囲に設定する。
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